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自己紹介

株式会社ARROWS代表取締役 浅谷治希
• 慶應義塾大学経済学部卒、在学中に起業

• ベネッセコーポレーション入社

• 日本最大の育児ママ向けプラットフォームの構築・運営

• ベネッセ退職後、学校教育変革のためARROWS創業

• 日本最大教員向けプラットフォーム「SENSEI ノート」開発

• Googleと「SENSEI よのなか学」の取り組みを開始

• 一般社団法人「日本教員多忙化対策委員会」を設立

• 千葉県柏市教育委員会と協定締結、働き方改革実証実験中

• 岐阜県岐阜市、島根県など、全国へ取り組みを拡大中

• 日本学校保健会の学校等欠席者・感染症システムの普及支援

を行い、約6000名のオンライン研修会（2020年）を実現

• 2015年、世界経済フォーラムのGlobal Shapersに選出

• 2018年「Yahoo！平成から令和へ」の6人に選出

• 東洋経済「2019 すごいベンチャー100」に選出

「先生から、教育を変えていく」
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私たちは誰よりも、学校・教育現場の

課題とニーズを知ることができる会社です。

ARROWSについて

全国の先生がつながる
日本最大のプラットフォーム
「SENSEI ノート」を運営

5万人の先生の声を
データとして蓄積

グローバル企業などと
デジタル教材を共同開
発や、教育委員会と働
き方改革を推進

5万人との対話を通して
課題と解決策を発見

国の政策につなげていきます 学校現場に展開していきます

学校・教育現場をより良くしていくために

＋
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日本国内最大、

5万人の教員会員基盤

ARROWSについて

学校登録率※2020年8月時点 登録している全国の先生方

小学校 中学校 高校

64% 58% 86%
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学校の働き方改革への取り組み

学校現場の改革には、

働き方改革が不可欠という想いのもと、

2018年度、プロジェクトを

千葉県柏市で開始



既に、千葉県柏市では、過労死ライン大幅削減と共に、

教育の質向上へ時間が再投資されるという成果が出ています。

実績
6
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Agenda

1. システムとは・デジガバとは



8

未来をつくるためには、

変化を捉え、迅速な対応が必要。

システムとは

変化を捉えるための道具＝「システム」

打ち手なし
の成り行き

早期検知・
決断・

迅速な対応

した場合
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「システム」には、

①定義 ②記録 ③伝達、のプロセスが必要。

①定義

②記録

③伝達

システムとは

言葉・対象の意味や粒度を決める

定義されたものを、媒体に記録する

記録を伝達する

各ステップで行うこと
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アナログ・デジタル関係なく、

どちらもシステム。
電子カルテ紙の成績表

時代に応じた最適な手段を選ぶことが重要

システムとは

医療行為や医薬品
などを定義

カルテへ
デジタル的に記録

患者・親族・医
師・看護師へ伝達

成績の観点など
を定義

成績表へ
アナログに記録

他の教員・生徒
保護者へ伝達

①定義

②記録

③伝達
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デジタルにすれば、変化を瞬時に捉え、

伝達することができる

①定義

②記録

③伝達

デジタル化のメリット

長期保存、解析、再利用、展開

デジタル化のメリット

集約、個別最適化、Push通知
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加速するデジタル・ガバメント

ガバメント

2.0

デジタル・ネットワーク化
による行政の業務変革

デジタルを前提とした
行政のあり方変革

行政の中を縦につなげて
業務効率を上げる

行政がハブとなり多様な主体を
横につなげ、社会を支える

ガバメント

1.0

アナログから
デジタルへ

ガバメント

3.0



13教育3.0とは

情報を学校関係者で縦につなぎ
業務を効率化

情報の多様な横連携によって
迅速な情報共有と早期対応

教職員情報

生徒情報

学習ログ

保護者情報

学校基本情報

校務支援システム

学校現場の情報を一
元化することで、情
報入力の手間を削減
すると共に、教育
行政及び学校現場の
データ活用を促進し
ます。

研究機関 文科省 厚労省

マイナ
ポータル転校先

多様な情報連携によって、学校現場
に閉じることなく児童個人の教育に
資するとともに、学校と外部主体の
連携によって教育を支えていく。

感染症
発生動向

成績データ

健康診断情報成績引継等

教育

2.0
教育

3.0



②安否確認/お便り/成績表/健康診断/集金/書類提出など

⑦

お
便
り/H

P
 

⑧出欠/三者面談/保護者面談/調査/電話・メールなど

⑩書類提出/会議など

⑬調査/書類提出/通達/人事労務財務/電話・メールなど

⑭調査/書類提出/通達/電話・メールなど

14

学校の全関係者を繋ぐ基盤構築が急務

コミュニケーション基盤の現状と課題

子ども

保護者

教職員 ⑨連絡・共有（教材共有、会議など）

学校管理職

市町村教育委員会

文科省

教育

2.0

都道府県教育委員会

⑯調査/書類提出/通達/電話・メールなど

⑪

労
務
財
務
系/

研
修
な
ど

③

お
便
り/

成
績

表/

健
康
診
断/

集

金/

書
類
提
出

①

な
し

④

な
し

⑮

調
査/

書

類
提
出/

通
達

⑤

な
し

⑥

な
し

⑫

学
校
欠
席
者
等
・
感
染
症
シ
ス
テ
ム
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Agenda

4. 目指すべき到達点とそれぞれへの恩恵
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2022年までに多様な主体を繋ぎ切り、

2023年から自治体で運用開始

目指すべき到達点

教育

3.0

校務支援

システム

行
政
・
他
省
庁
・
人
材
バ
ン
ク

研
究
機
関
・
民
間
企
業
な
ど
の
第
三
者
機
関

①縦に繋げ、

学
校
欠
席
者
等
・
感
染

②

横

に

繋

げ

る



17

本日は赤い部分についてお話しします

目指すべき到達点

教育

2.0

学
校
欠
席
者
等
・
感
染



教育データ連携の恩恵
18

教育

3.0

保護者
1,200万世帯

LINE・メールなど、配布端末を活用し、

保護者へのタイムリーな更新通知
政府の集めるデータの充実、マイナ
ポータルへのより多くの情報配信

子ども
1,200万人

学習ログなどのデータ活用による
教員からの個別最適化された支援

家庭内異常（虐待・ネグレクトな
ど）の早期検知による迅速な救済

教職員
100万人以上

出欠、調査系、コミュニケーションなどの

デジタル化による業務効率化

人材バンクなどの活用による

不足人員の充足

教育委員会
約1,800

世帯年収×成績データなどの解析による

真に優秀な教員の特定と他教員への
横展開と育成

文科省
一週間以内に学校関係者の声を吸い
上げ、吸い上げたデータに基づく迅
速な意思決

学校保健会に限らず、

民間とのデータ活用できるデータ整
備やルールを制定して、運用を行い、
国民へ還元

教育2.0

縦の連携のメリット

教育3.0

横の連携のメリット
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「先生の働き方」の特徴として、以下の3点が挙げられます。

「先生の働き方」の特徴

1
業務の種類は100以上

➡常にマルチタスク状態であり、効率を高めにくい。

2
執務時間は、小学校およそ1~2時間、中学校およそ2時間のみ

➡そもそも自分の仕事を片付ける時間が少ない。

3
イレギュラー対応（児童生徒の怪我、保護者からの電話など）が多い。

➡執務時間が少ないうえに、自分の仕事に集中できない。
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例えば、ある中学校のA先生の1日は以下のようになっています。

「先生の働き方」の特徴

部活動 電話対応
朝の会

別室登校
の

生徒対応

ノート
点検
教具準備

授業
（前後で移動、
生徒対応）

授業
（前後で移動、
生徒対応）

プリント
点検

授業準備 給食
生徒対応

07:30 08:30 09:30 10:30 11:30 12:30 13:30

掃除
生徒対応

授業
（前後で移動、
生徒対応）

学級活動 帰りの会 個別の
学習指導

消毒
電話対応

書類整理
ノート
点検
施錠

家庭訪問へ

13:30 14:30 15:30 16:30 17:30 18:30 19:30

A先生の執務時間、この日は

およそ2時間（ただし時間外3時間ほど）

中学のA先生の1日（特筆する事件がない日）

部活動がある場合、食い込み

イレギュラー対応の多さ

時間外

時間外
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前述の「先生の働き方」の特徴を踏まえて働き方改革を進めるにあたって、

岐阜市には下記のような課題があると考えています。

岐阜市の課題

やらされ感の

ある業務

ICTを徹底活用

する余地

採用広報の

改善
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まず、そもそも、業務の種類が非常に多い一方で、

やらされ感のある業務が一定数存在します。

岐阜市の課題

やらされ感のある業務

• 多くの先生が児童・生徒のために献身的に働いている。

• 一方で「なぜ、これを学校・自分がやらなければならないのか？」

「本当に必要なのか？」と疑問に思う業務も多く存在
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やらされ感のある業務の削減

施策❶学校の健康診断
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対象範囲

教育

2.0
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データを用いて、学校の課題を見える化し、意思決定を後押しします。

「学校の健康診断」とは？

• 学校は、「従来のあり方を

変えるための意思決定」が

難しい組織です。

• 「学校の健康診断」は、学

校関係者、特に先生方が

納得感を持って業務改革

を進めるためのデータを

提供します。

• 「学校の健康診断」は2年以

上の学校・教育委員会へ

の常駐を経て生まれまし

た。

• 開発チームには、教育政

策研究者、スクールロイ

ヤー、ICT推進の第一人者

など、多彩な領域より専

門性が高いメンバーが集

まっています。

「何から手を付ければいいの

か分からなかったが、何が

課題なのかが分かり、進む

道が見えた」

(柏市教育委員会部長)

「業務の負担が目に見える数

値になったことで、その後

の見直しに繋げていきやす

かった」 (柏市立学校教頭)

データが意思決定の肝 現場の知見＋専門家チーム 現場からの声
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確実な改善に繋がるよう、一度きりの「診断」のみでなく、

その後の支援まで行います。

「学校の健康診断」とは？

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

データ収集
診断結果を元に

行動計画の策定

行動計画の

進捗モニタリング

勤怠データの

進捗モニタリング

学校の健康診断

2021年度版の実施

12月10日予定 12月～7月 12月～7月 8月以降

❶ ❷ ❸ ❹ ❺
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GIGAで端末が導入されたことで、ICTを用いた業務効率化が

格段に進めやすくなっており、今年度の方針策定が肝と考えています。

岐阜市の課題

ICTを徹底活用する余地

• グループウェア（Teams）を活用し、

ヒトよりシステムが得意な業務はシステムに任せる。

• システムを用いた情報共有を進め、目視確認や入力の手間を削減する。
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教育委員会・学校・家庭間には、

デジタル化による効率化の余地が大きく残されています。

現状の課題

家庭学校

管理職

教育委員会

教職員

担当 保護者

共

有
提

出

集

計

これまで

手間

情報伝達の

タイムラグ

煩雑通知

調査・回答

申請・承認

通知

調査・回答

欠席連絡
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まず、GIGA端末に合わせて導入されたグループウェア（Teams）の

徹底活用を進めるべきです。

ICTで実現できること

家庭学校教育委員会

これから

担当

管理職

教職員

保護者
通知/調査・回答

通知/調査・回答

通知/調査・回答

連携

施策❶グループウェアの徹底活用

施策❸

保護者コミュニケーションのデジタル化

施策❷労務情報の一元化
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ICTで実現できること

施策❷グループウェアの徹底活用
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対象範囲

教育

2.0
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グループウェア未使用の現状の課題

Excel記載 Excel確認・集計 Excel確認・集計

A校職員

B校職員

A校事務

A校教頭

B校事務

B校教頭

A課

B課

C課

提出

提出

提出

現状、学校から教育委員会へ、都度Excelなどを提出しており、

迅速な現状把握が難しいと同時に、集計の手間がかかっています。

これまで
人出でExcelを

1校ずつ開き

集計する手間

集計完了までの

タイムラグ
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グループウェアが持つフォームを活用することで、

調査を素早く、手間少なく実施することが可能となります。

グループウェアでできること例

これから

フォーム入力 フォーム集計

A校職員

B校職員

A課

B課

C課

迅速な

回答収集
集計の

手間削減
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グループウェアの活用パターン

迅速な情報共有

チャット

校内はもちろん、

学校の垣根を越えて

迅速な情報共有が可能に

最新の予定共有

カレンダー

紙での予定管理から

その場ですぐ、全員の

カレンダーに予定を反映

移動時間の削減

オンライン会議

オンラインと

オフラインの使い分けを

進め、移動時間を削減

調査の手間削減

フォーム

承認フローと合わせて

ペーパーレスを実現

集計の手間を最小限に

課題 オンライン会議はある程度広まっているが、他の機能が全く活用されていない。

グループウェアを活用することで解決可能な点は多くありますが、

問題は、その手段が教育行政・学校に浸透していないことです。



35

コスト低く、まず可能なこととして、タブレット・グループウェアの

活用を徹底的に進めるための動画・マニュアル作成が挙げられます。

グループウェアの徹底活用への打ち手

研修や職員会議で

そのまま流せる動画

後で見返すための

マニュアル

グループウェア活用の

オンライン研修会
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ICTで実現できること

施策❸労務情報の一元化
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対象範囲

教育

2.0
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労務は教頭・教育委員会の負担が大きい業務の一つです。

現状は、以下のようなフローとなっています。

労務周りの課題

岐阜市教委

学校

岐阜市

教育事務所

岐阜県

県費職員

システム登録＆

書類提出

県費職員
データ

市費職員
（嘱託）データ

市教職員
（アルバイト）データ

市費職員

書類提出

書類保管

勤怠打刻
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現状、❶データが共有されていない、❷システムと紙の併用である、

❸目視確認・入力の手間がかかるという課題が存在します。

労務周りの課題

岐阜市教委

学校

岐阜市

教育事務所

岐阜県

県費職員

システム登録＆

書類提出

県費職員
データ

市費職員
（嘱託）データ

市教職員
（アルバイト）データ

市費職員

書類提出

書類保管

勤怠打刻
課題❷
システム・紙の併用による管理コスト

課題❸
人による目視確認・
入力のコスト

課題❶
県費職員の最新データは
市教委へ共有されない
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まずはコストが低く、効果が高い❶の解決から取り組むべきです。

解決策

岐阜市教委

学校

岐阜市

教育事務所

岐阜県

県費職員

システム登録＆

書類提出

県費職員
データ

市費職員
（嘱託）データ

市教職員
（アルバイト）データ

市費職員

書類提出

書類保管

勤怠打刻
課題❷
システム・紙の併用による管理コスト

課題❸
人による目視確認・
入力のコスト

課題❶
県費職員の最新データは
市教委へ共有されない
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ICTで実現できること

施策❹保護者コミュニケーションのデジタル化（実証実験）
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対象範囲

教育

2.0
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保護者コミュニケーション課題例

例えば、現状、保護者からの提出物は児童生徒を介して紙で行っています

が、児童生徒がなくす、集計の手間がかかるといった課題があります。

担任
名簿を見ながら確認

児童生徒
持ち帰り・提出

保護者
記入

忘れる 忘れる

なくす
確認が
面倒

💦

これまで❶保護者からの提出物
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保護者コミュニケーション課題例

更に、出欠席の連絡は保護者・教職員共に手間がかかっており、

アンケートも集計コストが高いです。

朝、連絡帳を
預ける手間

教職員
電話を受け、メモ
担任へ共有

保護者
記入

近所の児童生徒

電話

連絡帳

担任
メモを確認

電話対応で
手が止まる

担任
集計

保護者
記入

児童生徒 教頭/教務主任
集計

報告書作成
プリント プリント

集計の手間集計の手間

これまで❷欠席の連絡

これまで❸アンケート
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保護者コミュニケーションのデジタル化

保護者とのコミュニケーションをデジタル化することで、

迅速に、確実に、手間なく保護者とやり取りすることが可能となります。

教職員
校務PC

or

GIGA端末

保護者
スマートフォン

or

GIGA端末

学校からのお知らせ

• 【1年生】来週の遠足の日程

• 【全学年】引き渡し訓練の日程

過去のお知らせはこちら

リマインダー

• 【全学年】引き渡し訓練への参

加・不参加をご回答ください。

• 【2年生】〇〇展への申し込み・

支払いをお願いします。

行事予定 出欠席登録

学校へ

チャット相談

学校へ電話

000-0000-0000

学校と保護者の
やり取りを全て集約
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確実な人員配置を行うために、

採用経路・メッセージングの改善が必要です。

岐阜市の課題

採用広報の改善

• 採用経路が限られており、代替教員やSSSの迅速な配置に課題がある。

• 採用におけるメッセージングなど、コミュニケーション方法に改善余地あり
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採用広報の改善

施策❺採用支援
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対象範囲

教育

2.0
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現状、採用経路は非常に限定的で、従来の講師のみならず、SSSなど

多様なポジションへの人材確保に対応できていないという課題があります。

採用の課題

岐阜市教育委員会

人材バンク（講師）

人材バンク（市費）

教育事務所

人材バンク

校長

校長

過去の同僚など

課題❶

• 人材バンクだけでは数が足りない

課題❷

• 管理職の伝手も、

アプローチに限界がある。
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採用経路の選択肢を増やすことで、

採用課題を解決していくことが可能となります。

採用経路の拡大

不足人員

部活動指導員

部活動外部指導者

SSS

講師

◆岐阜県、岐阜市の過去の採用登録者へのメール・電話・DM

◆岐阜県、岐阜市の退職教員DBへのメール・電話・DM

◆SENSEI イベントポータル会員へのメール

打ち手

◆岐阜県、岐阜市の過去の採用登録者へのメール・電話・DM

◆岐阜県・岐阜市体育連盟のDB活用

◆地元プロスポーツチームとの連携

◆SENSEI イベントポータル会員へのメール

◆岐阜県、岐阜市の過去の採用登録者へのメール・電話・DM

◆岐阜県内の大学・専門学校との連携

◆SENSEI イベントポータル会員へのメール
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働き方改革推進会議の事務局機能をARROWSが担い、

施策の実行を担保します。

体制図案

教育政策課

岐阜市

市長

教育長

岐阜市

働き方改革推進会議

（会議事務局ARROWS）

学校指導課

研究所

校長会

教頭会

2週間〜1ヶ月に1回開催

「会議の事務局」を担います。

・会議の目的・機能の整理

・皆様のご意見を集約
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マイルストーン（案）

包括的に取り組むことで、

岐阜市立学校の働き方改革を確実に進めていきます。

学校の
健康
診断

実施
準備

回
答
診
断

計画
策定

改善状況のモニタリング
実施
準備

回
答
診
断

計画
策定

改善状況のモニタリング

Teams

活用

要件
定義

制作

仮マニュアルの制作

説
明

実証
募
集

絵コンテ
シナリオ

撮影
編集

確
認

全校展開・マニュアルの改訂

保護者
デジタ
ル化

導入
説明

実証運用

労務
一元化

他市町村へヒアリング・要望取りまとめ

ヒアリ
ング

県へ
要望

県で検討 改修実施

採用
広報

要件
定義

制作 実証＆検証を繰り返し、精度を向上させていく。

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 9月 11月8月 10月 12月 1月 2月 3月

2020年度 2021年度

会議
立ち上げ

2週間~1ヶ月に1回｜働き方改革推進会議

実証


